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コンピュータ （計算機）シミュレーションは、糖質の機能を理解、予測し、

未来型甘味剤の開発、生産に繋がる重要な基幹技術と言える

マルトース

甘味度 0.32

全電子量子化学計算全電子量子化学計算 －－静電ポテンシャルマップ静電ポテンシャルマップの算出の算出
分子の電子密度表面に静電ポテンシャルの値を色分けしてマッピングしたもので、

分子中の正と負の電荷の分布を示す。通常、青色の部分は正の電荷に富んだ領

域を、赤色の部分は負の電荷に富んだ領域を表している。

《 分子計算シミュレ－ションにより糖質の甘味のメカニズムを解析する 》

分子計算シミュレーション

糖類や人工甘味料

スクロース

甘味度 1
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スクラロース

甘味度 600

モネリン

甘味度3000

ブラゼイン

甘味度2000

甘味を呈するタンパク質
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